
83

———　となり合う〈遠き〉アジア　———

の
最
下
層
シ
ュ
ー
ド
ラ
た
ち
は
、
い
ず
れ
に
も
与
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
彼
ら
の
た
め
に
第
五
の
ヴ
ェ
ー
ダ
と
し
て
聖
典
の
意
義
を
備
え
、
芸

術
の
最
た
る
も
の
と
し
て
、
イ
テ
ィ
ハ
ー
サ
（itihāsa,

〝
実
に
か
く
の
ご
と

く
あ
っ
た
〟
と
い
う
原
義
、
の
ち
「
歴
史
」
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
が
、

こ
こ
で
は
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
等
の
叙
事
詩
に
述
べ
ら
れ
た
伝
承
）
を
と
も

な
う
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
（nāṭya,

演
劇
）
が
創
始
さ
れ
た
［
船
津1996

：111

、

赤
松
：98-99

］
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

第
五
の
ヴ
ェ
ー
ダ
と
し
て
、
演
劇
と
併
存
す
る
形
で
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
二
大
叙
事
詩
に
は
、「
役
者
」
を
含
意
す
る
ナ
タ
（naṭa

）
1

が
歌
を

う
た
う
描
写
は
あ
れ
、
芝
居
と
見
な
す
こ
と
の
で
き
る
シ
ー
ン
は
な
い
よ

う
で
［K

eith

：49

］、
史
実
と
し
て
、
い
つ
頃
か
ら
劇
が
上
演
さ
れ
て
い

た
か
明
確
で
は
な
い
。
紀
元
前
一
四
〇
年
頃
の
文
法
学
者
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ

（Patañjali

）
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
書
の
な
か
で
、
善
良
な
る
牧
童
ク

リ
シ
ュ
ナ
（K

ṛṣṇa

）
が
悪
王
カ
ン
サ
（K

aṃ
sa

）
を
調
伏
す
る
勧
善
懲
悪

の
劇
的
シ
ー
ン
の
描
写
法
と
し
て
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
絵
画
、
言
葉
の

み
、
の
三
者
を
挙
げ
る
も
の
の
、
演
劇
の
存
在
証
明
に
は
な
ら
な
い
よ
う

だ
2

。［R
ichm

ond

：31

］

　

歌
舞
音
曲
は
早
く
か
ら
神
聖
な
る
ヴ
ェ
ー
ダ
祭
式
文
献
に
お
い
て
確

認
で
き
る
一
方
、
演
劇
の
起
こ
り
は
む
し
ろ
世
俗
か
ら
だ
と
い
う
見
方
も

イ
ン
ド
の
演
劇
─
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
と
は

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
善
文

Ⅰ
．
演
劇
の
始
ま
り

　

イ
ン
ド
に
お
け
る
演
劇
の
起
源
譚
は
、
予
想
に
違
わ
ず
、
実
に
宗
教
的

な
神
話
に
よ
っ
て
い
る
。
我
が
国
で
は
、
荒
ん
だ
末
法
の
世
の
人
々
を
救

済
す
べ
く
思
案
を
め
ぐ
ら
し
た
祖
師
た
ち
が
鎌
倉
新
仏
教
を
編
み
出
し

た
が
、
イ
ン
ド
で
は
太
古
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
神
た
ち
の
時
間
の
サ
イ
ク
ル
が

何
巡
目
か
を
巡
っ
て
い
る
際
、
正
義
の
時
代
ク
リ
タ
・
ユ
ガ
（
＝
期
）
か

ら
正
義
の
四
半
分
が
失
わ
れ
る
ト
ゥ
レ
ー
タ
ー
・
ユ
ガ
に
至
っ
た
と
き
、

世
人
が
欲
望
に
塗
れ
て
い
る
の
を
見
た
神
々
か
ら
懇
願
さ
れ
た
造
物
主

が
演
劇
を
産
み
出
し
た
と
い
う
。［
船
津1996

：110

］

　

生
活
の
百
科
万
般
に
わ
た
っ
て
ハ
ウ
ト
ゥ
ー
を
規
定
す
る
指
南
書
類

が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
（
中
世
後
期
以
降
は
諸
地
方
語
で
も
）
創
作
さ
れ
た

イ
ン
ド
だ
が
、
演
劇
に
関
し
て
は
、
文
学
理
論
書
の
ジ
ャ
ン
ル
の
中
に
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
最
古
の
書
が
、
紀
元
前
二
〇
〇
年
か
ら
紀

元
後
六
〇
〇
年
の
あ
い
だ
に
は
成
立
し
た
と
さ
れ
、
厳
密
な
時
代
同
定
の

困
難
な
『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
（N

āṭya-śāstra

）（
演
劇
学
）』
で
、

こ
の
書
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
演
劇
の
神
話
的
起
源
譚
で
あ

る
。
祭
式
文
献
と
し
て
整
え
ら
れ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
群

は
、
担
当
祭
官
ご
と
に
四
種
類
が
順
次
成
立
し
て
き
た
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
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あ
っ
た
［K

eith

：50

］。
ベ
ン
ガ
ル
地
方
に
長
く
伝
わ
る
民
衆
劇
ヤ
ー
ト

ラ
ー
（yātrā

）
と
の
関
係

3
を
考
慮
し
て
の
見
解
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ

れ
も
ク
リ
シ
ュ
ナ
信
仰
を
あ
つ
か
う
宗
教
的
な
芸
能
だ
。

　

二
十
世
紀
初
頭
中
央
ア
ジ
ア
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
か
ら
出
土
し
た
写
本
群

の
中
か
ら
断
片
が
発
見
さ
れ
た
。
三
篇
の
仏
教
戯
曲
の
う
ち
、
コ
ロ
フ
ォ

ン
部
が
残
っ
て
い
て
分
か
っ
た
一
つ
は
、
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
（kāvya

）
文
学

（
＝
洗
練
さ
れ
た
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
）
の
先
駆
者
で
も
あ
る
仏
教
詩

人
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
（A

śvaghoṣa, A
D

100

前
後
）
の
も
の
で
あ
る
。

ブ
ッ
ダ
お
よ
び
仏
弟
子
に
は
台
詞
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
語
ら
せ
て
い

る
が
、
道
化
役
（
ヴ
ィ
ド
ゥ
ー
シ
ャ
カV

idūṣaka

：
元
来
ヴ
ェ
ー
ダ
の
神
ヴ
ァ

ル
ナVaruṇa

を
代
表
す
る
者
と
だ
と
い
う
説
が
あ
る
［K

uiper

］）
に
は
プ
ラ
ー

ク
リ
ッ
ト
諸
語
を
使
わ
せ
る
な
ど
、
古
典
期
の
規
定
に
か
な
っ
た
創
作
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。［
辻1973
：13-14

］

　

文
献
と
し
て
残
る
最
古
の
戯
曲
作
品
が
、
す
で
に
『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・

シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
』
等
の
戯
曲
論
で
規
定
さ
れ
た
諸
形
式
を
完
璧
な
ま
で
に

遵
守
し
て
い
る
の
で
、
演
劇
の
起
源
か
ら
そ
れ
ま
で
の
経
緯
が
見
え
て
こ

な
い
。
人
形
劇
、
影
絵
劇
が
最
初
だ
と
す
る
説
も
存
在
し
た
が
確
証
は
な

い
ま
ま
だ
と
い
う
。［K

eith

：52-56

］

　

楽
屋
と
舞
台
の
間
を
仕
切
る
目
的
で
使
わ
れ
た
カ
ー
テ
ン
の
こ
と
を

ヤ
ヴ
ァ
ニ
カ
ー
（yavanikā

）
と
、
イ
ン
ド
が
初
め
て
接
し
た
ギ
リ
シ
ア

人
で
あ
る
「
イ
オ
ニ
ア
」
の
名
称
を
も
っ
て
呼
ん
だ
こ
と
な
ど
も
含
め
て
、

ギ
リ
シ
ア
演
劇
と
の
類
似
性
は
多
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
［K

eith

：57-68
、  

辻1977

：218-221

］
が
、や
は
り
、起
源
を
解
く
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
。

　

イ
ン
ド
中
東
部
チ
ャ
ッ
テ
ィ
ー
ス
ガ
ル
州
ア
ン
ビ
カ
ー
プ
ル
近
く
の

ラ
ー
ム
ガ
ル
洞
窟
は
、
そ
こ
に
残
る
碑
文
か
ら
、
あ
る
種
の
演
技
に
使

用
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
、
紀
元
前
二
世
紀
に
は
創
建
さ
れ
て
い
た
［
辻

1977

：223

］
演
劇
舞
台
だ
と
も
言
わ
れ
る
。

Ⅱ
．
種
類

　

宮
廷
な
ど
を
文
学
サ
ロ
ン
と
し
て
風
流
人
た
ち
が
楽
し
ん
だ
古
典
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
を
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
文
学
（kāvya

：
詩
人kavi

が
創
作
し

た
も
の
）
と
呼
ぶ
が
、
聴
く
た
め
の
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
、
す
な
わ
ち
叙
事
詩
、

抒
情
詩
の
類
い
に
対
し
て
、
見
る
た
め
の
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
、
す
な
わ
ち
戯
曲

が
あ
る
。
前
述
の
仏
教
劇
か
ら
、
お
よ
そ
千
二
百
年
ほ
ど
の
間
に
、
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
約
六
百
作
品
の
戯
曲
が
創
作
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
［
辻

1973

：93

］。
か
の
最
も
評
価
の
高
い
詩
聖
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
（K

ālidāsa, 

四
世
紀
）
に
は
、
ゲ
ー
テ
も
独
訳
で
鑑
賞
し
感
激
し
た
と
言
わ
れ
る
［
辻

1973

：46

］『
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
姫
（A

bhijñāna-śakuntala

）』
ほ
か
二
編

が
あ
る
。

　

多
く
の
戯
曲
作
品
は
、
二
大
叙
事
詩
お
よ
び
説
話
な
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
リ

テ
ィ
ー
の
高
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
翻
案
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
戯
曲
論
書

が
規
定
し
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
個
々
の
戯
曲
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
詳

述
す
る
の
は
、
こ
こ
で
の
本
務
で
は
な
い
の
で
、『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー

ス
ト
ラ
』
等
の
論
書
が
規
定
す
る
戯
曲
作
品
の
規
範
を
ヴ
ィ
ン
テ
ル
ニ
ッ

ツ
［155-171

］
が
紹
介
す
る
と
こ
ろ
か
ら
搔
い
摘
ん
で
挙
げ
る
こ
と
に
す

る
。

　

多
種
の
戯
曲
様
式
が
編
み
出
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
様
式
に

も
共
通
す
る
次
第
と
し
て
、
一
、
冒
頭
に
祈
祷
偈
（nāndī, 

あ
る
い
は

m
aṅgalācaraṇa

）
が
座
頭
（sūtradhāra

：
百
科
万
般
に
高
い
教
養
を
も
つ
）

に
よ
っ
て
朗
誦
さ
れ
る
。
二
、
前
口
上
（prastāvanā

）
が
座
頭
と
（
そ
の
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妻
＝
）
看
板
女
優
と
の
対
話
形
式
で
披
露
さ
れ
る
。
脚
本
作
家
へ
の
讃
辞

の
あ
と
、
最
初
に
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ
と
連
な
る
。
三
、
ヴ
ィ

ド
ゥ
ー
シ
ャ
カ
（vidūṣaka

）
：
道
化
役
（
風
刺
の
的
と
し
て
の
バ
ラ
モ
ン
、

民
衆
芸
能
か
ら
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
へ
取
り
入
れ
ら
れ
た
証
左
か
［
ヴ
ィ
：165

］）
が

一
般
に
登
場
す
る
。
ヴ
ィ
タ
（viṭa

）
：
貧
し
い
酔
狂
人
（
口
達
者
、
文
芸
を
愛

好
）
が
登
場
す
る
も
の
も
あ
る
。

　

以
下
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
の
分
類
。［
ヴ
ィ
：159- 162

］

A
．
正
劇
（rūpaka
）
十
種

 

１
． 

ナ
ー
タ
カ( nāṭaka)
〈
五
〜
十
幕
〉最
優
秀
な
形
式
。主
人
公
：

神
、
半
神
、
王
族
、
高
貴
な
人
。
登
場
人
物
：
四
〜
五
人
で

よ
い
。
内
容
：
神
話
、
歴
史
か
ら
翻
案
、
も
し
く
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
。
八
つ
の
ラ
サ
［
ラ
サ
に
つ
い
て
は
後
述
］
の
う
ち
シ
ュ

リ
ン
ガ
ー
ラ
（
恋
情
）
と
ヴ
ィ
ー
ラ
（
勇
猛
）
が
必
須
。

２
． 

プ
ラ
カ
ラ
ナ( prakaraṇa)

〈
五
〜
十
幕
〉
民
衆
劇
。
説
話
よ

り
取
材
。
主
人
公
：
バ
ラ
モ
ン
、
大
臣
、
豪
商
な
ど
。
登
場

人
物
：
奴
隷
、
遊
蕩
児
、
娼
婦
も
許
さ
れ
る
。

３
． 

バ
ー
ナ( bhāṇa)

〈
一
幕
〉
独
白
劇
。
ヴ
ィ
タ
（viṭa

）
が
空

想
上
の
人
間
と
対
話
し
な
が
ら
、
全
て
の
ラ
サ
を
覚
醒
す
べ

く
身
振
り
を
添
え
る

4
。

４
． 

プ
ラ
ハ
サ
ナ( prahasana)〈
一(

〜
二)

幕
〉茶
番
劇
。主
人
公
：

苦
行
者
、
バ
ラ
モ
ン
、
王
、
ま
た
は
悪
漢
。
登
場
人
物
：
廷

臣
、
宦
官
、
召
使
い
、
乞
食
、
ス
リ
、
娼
婦
、
置
屋
の
主
な
ど
。

内
容
：
情
事
的
。
ラ
サ
：
ハ
ー
ス
ヤ
（
滑
稽
）。

５
． 

デ
ィ
マ( ḍim

a)

〈
四
幕
〉
幻
想
的
。
主
人
公
：
神
、
半
神
、

あ
る
い
は
鬼
神
。
内
容
：
神
話
・
伝
説
か
ら
。
ラ
サ
：
シ
ュ

リ
ン
ガ
ー
ラ
と
ヴ
ィ
ー
ラ
を
の
ぞ
く
い
ず
れ
か
。

６
． 

ヴ
ィ
ヤ
ー
ヨ
ー
ガ( vyāyoga)

〈
一
幕
〉
戦
争
劇
。
主
人
公
：

有
名
人
。
登
場
人
物
に
少
数
の
婦
人
が
必
須
。
内
容
：
一
般

に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
。

７
． 

サ
マ
ヴ
ァ
カ
ー
ラ( sam

avakāra)

〈
？
幕
〉
天
界
の
演
劇
。

主
人
公
：
有
名
な
偉
人
。
登
場
人
物
：
神
々
、
鬼
神
。

８
． 

ヴ
ィ
ー
テ
ィ
ー( vīthī)

〈
一
幕
〉
滑
稽
も
の
。
登
場
人
物
：

一
人
、
も
し
く
は
二
人
。
バ
ー
ナ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
。

９
． 

ウ
ト
ス
リ
シ
ュ
テ
ィ
カ
ー
ン
カ( utsṛṣṭikāṅka)

〈
短
い
一
幕
〉

主
人
公
：
一
般
人
。
内
容
：
婦
人
の
悲
嘆
を
ふ
く
む
、
世
間

に
よ
く
知
ら
れ
た
物
語
。
同
情
心
を
煽
る
。

10
． 

イ
ー
ハ
ー
ム
リ
ガ( īhām

ṛga)

〈
四
幕
〉
主
人
公
：
神
ま
た

は
人
間
で
も
よ
い
。
内
容
：
伝
説
と
創
作
の
両
要
素
。

B
．
副
劇
（uparūpaka

）
十
八
種
（
う
ち
二
種
の
み
紹
介
あ
り
）

・
文
学
的
特
質
よ
り
も
舞
踊
、
音
楽
、
歌
詠
、
身
振
り
の
妙
を
重

ん
じ
る
。

・
ナ
ー
テ
ィ
カ
ー( nāṭikā)

〈
四
幕
〉（
ナ
ー
タ
カ
と
プ
ラ
カ
ラ
ナ

の
中
間
的
位
置
）
女
性
が
主
役
。
多
く
の
歌
、
音
楽
、
舞
踊
。

シ
ュ
リ
ン
ガ
ー
ラ
・
ラ
サ
。ex. R

atnāvalī, Priyadārsikā

（by 
H

arśa, 7th c.

）

・
ト
ゥ
ロ
ー
タ
カ( troṭaka)

〈
五
幕
〉
人
間
世
界
と
神
世
界
。ex. 

V
ikram

orvaśīya (by K
ālidāsa, 4th c.)

等
。

Ⅲ
．
ラ
サ
（rasa

）
論

　
『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
』
に
発
し
、
全
体
で
百
科
全
書
的
特
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徴
を
有
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
聖
典
プ
ラ
ー
ナ
文
献
群
の
一
つ
『
ア
グ
ニ
・
プ

ラ
ー
ナ
（A

gni-purāṇa

）』
に
も
盛
ら
れ
、
七
─
八
世
紀
頃
の
ダ
ン
デ
ィ

ン
（D

aṇḍin

）、
バ
ー
マ
ハ
（B

hām
aha

）
以
降
、
文
学
理
論
書
（
カ
ー
ヴ
ィ

ヤ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
）
は
さ
か
ん
に
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
［G

erow

］。

そ
れ
ら
は
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
文
字
通
り
指
南
書
だ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
詩

人
は
自
ら
依
拠
し
た
理
論
書
の
名
を
明
か
す
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
理

論
書
に
は
先
行
す
る
作
品
か
ら
作
例
を
引
い
て
批
評
し
つ
つ
諸
規
定
を

謳
っ
た
か
ら
、
両
者
は
ま
さ
に
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。（
文
献
と
し
て
の
理
論
書
が
成
立
す
る
以
前
か
ら
、
詩
人
た
ち
が
作
品
を

創
作
す
る
上
で
の
暗
黙
の
約
束
事
（kavi-sam

aya

）
が
存
在
し
た
こ
と
も
確
か

で
あ
る
。）

　

そ
の
文
学
理
論
書
を
構
成
す
る
大
き
な
二
本
柱
が
、
修
辞
論
（
ア
ラ
ン

カ
ー
ラ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラalaṃ

kāra-śāstra
）
と
ラ
サ
論
（rasa-śāstra

）
で
あ
る
。

前
者
は
比
喩
表
現
な
ど
の
詳
細
な
吟
味
で
、
他
文
化
圏
、
他
時
代
の
修
辞

法
と
の
比
較
と
い
う
点
で
は
紹
介
す
る
意
義
も
大
き
い
が
、
演
劇
と
密
接

に
関
係
す
る
後
者
に
つ
い
て
の
み
概
略
を
紹
介
し
た
い
。

　

ラ
サ
（rasa, 

情
趣
）
の
原
義
は
「
味
わ
い
」
の
こ
と
で
、
平
生
は
潜
在

的
に
存
在
し
て
い
る
我
々
の
感
情
八
種
類
（
後
代
に
は
宗
教
的
情
操
で
あ
る

「
寂
静
」
が
加
わ
っ
て
九
種
類
）
が
、文
芸
鑑
賞
を
と
お
し
て
顕
在
化
し
「
味

わ
わ
れ
る
状
態
」
に
な
る
こ
と
を
論
じ
る
の
が
ラ
サ
論
で
あ
る
。
観
客
に

ど
の
よ
う
な
感
情
を
引
き
起
さ
せ
る
か
、
と
い
う
心
理
学
的
要
素
も
ふ
く

む
文
芸
鑑
賞
論
で
あ
る
。
数
多
の
理
論
書
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
十
四

世
紀
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ァ
ナ
ー
タ
（V

iśvanātha

）
と
い
う
詩
論
家
に
よ
る

『
サ
ー
ヒ
ッ
テ
ィ
ヤ
・
ダ
ル
パ
ナ
（Sāhitya-darpaṇa

）』
に
み
ら
れ
る
規
定

を
一
覧
表
に
し
て
示
す
。
予
め
若
干
補
足
し
て
お
く
と
、
戯
曲
に
限
ら
ず

文
芸
作
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
作
品
が
主
眼
と
す
る
ラ
サ
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。
理
解
の
補
助
の
た
め
、
手
近
な
と
こ
ろ
で
「
寅
さ
ん
」
を
例
に

す
れ
ば
、
そ
の
主
眼
は
「
滑
稽
（
笑
い
）」
だ
ろ
う
。
だ
が
、
終
始
お
笑

い
だ
け
で
は
味
気
な
く
、
恋
心
や
別
れ
の
悲
し
さ
な
ど
が
織
り
込
ま
れ
て

一
層
、
作
品
全
体
の
「
笑
い
」
が
増
幅
さ
れ
る
。
と
言
っ
た
よ
う
な
具
合

に
、
劇
と
い
う
疑
似
体
験
を
と
お
し
て
如
何
に
鑑
賞
者
の
心
の
琴
線
を
つ

ま
弾
く
か
を
、
登
場
人
物
、
大
道
具
、
小
道
具
、
様
々
な
効
果
、
等
々
に

つ
い
て
議
論
す
る
の
で
あ
る

5
。（
次
ペ
ー
ジ
表
参
照
）

Ⅳ
．
現
代
の
様
相

　

さ
て
、
時
代
は
飛
ぶ
が
、
現
代
イ
ン
ド
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
演
劇
に
つ

い
て
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
ら
［R

ichm
ond

：1-17

］
が
整
理
し
た
分
類
に
も

と
づ
き
挙
げ
て
お
こ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
は
映
像
資
料
を
掲
載
で
き
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
動
画
も
見

る
こ
と
が
可
能
だ
。

　
〈
古
典
系
〉

（
１
）
ク
ー
リ
ヤ
ー
ッ
タ
ム
（kūṭiyāṭṭam

）
：
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

劇
を
引
き
継
ぐ
古
い
伝
統
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
。
二
〇
〇
一

年
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
文
化
遺
産
「
人
類
の
口
承
及
び
無
形

遺
産
の
傑
作
の
宣
言
」
指
定
。

 

〈
南
部
の
ケ
ー
ラ
ラ
州
の
み
〉
舞
踊
劇
（
ほ
と
ん
ど
舞
踊
）、

寺
院
の
夜
の
勤
行
の
あ
と
二
十
一
時
頃
か
ら
六
時
間
、
と
き

に
は
明
け
方
ま
で
続
く
。
一
幕
／
一
晩
、
一
演
目
／
数
十
日

［
赤
松
：101

］。





88

　
〈
儀
礼
系
〉

（
２
）
テ
イ
ヤ
ム
（teyyam

）〈
ケ
ー
ラ
ラ
州
〉
土
着
の
信
仰
・
文
化

が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
化
し
た
も
の
。
派
手
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
踊

り
手
は
神
霊
を
自
ら
の
身
体
に
呼
び
降
ろ
し
、
太
鼓
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
舞
を
舞
う
。［
古
賀
］

（
３
）
ア
イ
ヤ
ッ
パ
ン
・
テ
ィ
ヤ
ッ
タ
（ayyappan tiyatta

）〈
ケ
ー
ラ

ラ
州
〉
多
く
の
神
格
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
テ
イ
ヤ
ム
に
対

し
て
、
女
性
と
な
っ
た
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
と
シ
ヴ
ァ
の
間
に
生
ま

れ
た
と
さ
れ
る
ア
イ
ヤ
ッ
パ
ン
神
を
対
象
と
す
る
儀
礼
的
、

歌
舞
。［Zarrilli

］

　
〈
信
仰
系
〉

（
４
）
ラ
ー
ス
リ
ー
ラ
ー
（rāslīlā

）〈
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
聖
地
ブ
ラ
ジ
地

方
を
中
心
に
〉『
バ
ー
ガ
ヴ
ァ
タ
・
プ
ラ
ー
ナ
（B

hāgavata-

purāṇa

）』
第
十
巻
に
記
さ
れ
て
い
る
ク
リ
シ
ュ
ナ
物
語
を
題

材
と
し
た
歌
舞
劇
。
ク
リ
シ
ュ
ナ
生
誕
祭
の
西
暦
八
月
中
旬

か
ら
下
旬
の
十
数
日
間
。
十
五
世
紀
頃
、
ブ
ラ
ジ
地
方
の
中

心
ブ
リ
ン
ダ
ー
ヴ
ァ
ン
が
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
聖
地
と
し
て
見
直

さ
れ
て
以
来
盛
ん
に
な
っ
た
。［
坂
田
］

（
５
）
ラ
ー
ム
リ
ー
ラ
ー
（rām

līlā

）〈
バ
ナ
ー
ラ
ス
・
ラ
ー
ム
ナ
ガ
ル
、

ほ
か
北
イ
ン
ド
各
地
〉
ラ
ー
マ
物
語
。
ト
ウ
ル
ス
ィ
ー
ダ
ー

ス
（Tulsīdās, 

十
六
世
紀
）
が
創
始
し
た
と
い
う
説
な
ど
。
藩

王
が
経
費
援
助
。
約
一
ヶ
月（
前
後
の
儀
礼
ふ
く
め
て
二
ヶ
月
）、

夕
刻
五
時
頃
か
ら
、
街
中
の
広
場
、
寺
院
、
池
な
ど
演
目
に

従
っ
て
各
所
を
利
用
。
ラ
ー
マ
な
ど
の
主
役
級
の
五
人
：
バ

ラ
モ
ン
の
少
年（
八
か
ら
十
五
歳
）か
ら
選
ば
れ
る
。
ラ
ー
マ
ー

ヤ
ニ
ー
と
呼
ば
れ
る
十
二
人
の
朗
誦
者
た
ち
が
朗
誦
、
役
者

が
台
詞
を
い
う
。［
宮
本
：76-78

］

　
〈
世
俗
系
〉

（
６
）
ナ
ウ
タ
ン
キ
ー
（nauṭankī

）〈
ウ
ッ
タ
ル
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
〉
：

信
仰
、
恋
愛
、
武
勇
を
扱
う
農
村
で
の
野
外
劇
。
ア
マ
、
プ

ロ
両
劇
団
あ
り
。
太
鼓
と
と
も
に
韻
文
調
の
台
詞
。
女
性
役

も
男
性
が
扮
す
る
。
映
画
の
普
及
ま
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で

あ
っ
た
。［
ヴ
ァ
ル
マ
ー
：7

］［H
ansen

］

（
７
）
タ
マ
ー
シ
ャ
ー
（tam

āshā

）〈
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
〉
：

ア
ラ
ビ
ア
語
起
源
の
呼
称
が
示
す
よ
う
に
十
四
世
紀
こ
ろ
こ

の
地
に
入
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
た
ち
の
娯
楽
に
発
し
た
も
の
と

さ
れ
る
。
マ
ラ
ー
テ
ィ
ー
語
に
よ
る
官
能
的
な
歌
と
踊
り
の

ラ
ー
ヴ
ァ
ニ
ー
（lāvaṇī

）
部
分
を
中
心
に
ヴ
ァ
ー
グ
（vāgh

）

と
い
う
大
衆
演
劇
部
分
も
あ
る
。
前
者
だ
け
が
単
独
で
演
じ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。［
小
磯
］

　　
〈
舞
踊
系
〉

（
８
）
カ
タ
カ
リ
（kathakaḷi

）〈
ケ
ー
ラ
ラ
州
〉・
ヤ
ク
シ
ャ
ガ
ー
ナ

（yakṣagān

）〈
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
〉
十
六
世
紀
に
成
立
（
古
典

Skt

劇
か
ら
）
：
い
ず
れ
も
ク
ー
リ
ヤ
ッ
タ
ム
と
類
似
。

 

　

K
：
二
人
の
歌
手
が
進
行
、俳
優
に
台
詞
な
し
。
Y
：
バ
ー

ガ
ヴ
ァ
タ
と
い
う
歌
手
が
進
行
役
。
歌
の
最
中
、
俳
優
は
踊

り
で
表
現
し
、
そ
の
あ
と
言
葉
で
解
説
。
歌
手
と
俳
優
の
掛

け
合
い
。
K
、
Y
と
も
基
本
は
屋
外
。［
赤
松
：102

］
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———　となり合う〈遠き〉アジア　———

（
９
）
チ
ョ
ウ
（chau

）〈
東
イ
ン
ド
：
ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド
州
、オ
リ
ッ

サ
州
、
西
ベ
ン
ガ
ル
州
〉
仮
面
劇
。
四
月
の
十
三
日
間
、
春

祭
り
の
一
環
。
部
族
ご
と
の
農
耕
儀
礼
と
関
係
し
て
い
る
。

演
劇
的
要
素
が
強
い
。［
赤
松
：105 -106

］

　
〈
現
代
系
〉

（
10
）
現
代
劇
：
十
九
世
紀
中
頃
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
文
化
の
影
響
を

初
め
に
受
け
た
コ
ル
カ
タ
（
ベ
ン
ガ
ル
語
圏
）
か
ら
次
第
に
ヒ

ン
デ
ィ
ー
語
圏
へ
浸
透
し
た
。
当
初
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇

や
カ
ー
リ
ダ
ー
サ
に
よ
る
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
が
富
裕

な
知
識
層
に
愛
好
さ
れ
た
が
、
民
族
意
識
の
高
ま
り
と
と
も

に
社
会
啓
蒙
的
な
機
能
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
ヒ
ン
デ
ィ
ー

語
劇
作
家
と
し
て
バ
ー
ラ
テ
ン
ド
ゥ
・
ハ
リ
シ
ュ
チ
ャ
ン
ド

ラ
（B

hāratendu H
ariścandra, 1850-1885

）
が
代
表
的
。［
町
田
］

ベ
ン
ガ
ル
語
圏
で
は
、
あ
の
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー

ル
（1861-1941

）
が
多
く
の
戯
曲
作
品
を
残
し
、
ま
た
自
ら

も
舞
台
に
の
ぼ
る
な
ど
演
劇
を
深
く
愛
し
、
そ
の
発
展
に
寄

与
し
た
。［
丹
羽
：96-115

］
二
十
世
紀
以
降
、
映
画
の
隆
盛

に
押
さ
れ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。
劇
団
数
は
日
本
と
の
人

口
比
で
見
れ
ば
ず
っ
と
少
な
い
が
活
動
し
て
お
り
、
ネ
ッ
ト

〈http://in.bookm
yshow

.com
/national-capital-region-ncr/

plays

（2015.12.1

）
な
ど
〉
で
チ
ケ
ッ
ト
も
購
入
で
き
る
。

Ⅴ
．
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
の
特
徴

　

古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
戯
曲
作
品
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
し
か
見
ら

れ
な
い
我
々
が
、
上
に
概
要
紹
介
し
た
現
代
の
諸
例
と
照
合
し
て
み
る

と
、
も
っ
と
も
近
く
感
じ
る
の
が
西
洋
演
劇
導
入
後
の
現
代
劇
型
式
の
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
だ
。
だ
が
、
そ
れ
は
古
典
期
か
ら
途
切
れ
ず
に
繋
が
っ

て
い
る
伝
承
と
は
言
え
な
い
。
一
般
に
は
、
ク
ー
リ
ヤ
ー
ッ
タ
ム
が
古
典

劇
の
伝
統
を
色
濃
く
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
だ
が
、
筆
者

に
は
、
ど
う
し
て
も
そ
の
流
れ
が
見
え
て
こ
な
い
。
た
し
か
に
ラ
サ
論
を

礎
に
し
て
い
る
と
い
う
共
通
性
は
理
解
で
き
て
も
、
ど
の
よ
う
に
変
容
し

て
き
た
の
か
、
想
像
す
ら
で
き
な
い
。
果
た
し
て
、
伝
統
的
な
型
式
で
の

古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
は
中
世
後
期
、
前
近
代
に
は
消
滅
し
て
し
ま
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

シ
ェ
ー
カ
ル
［Shekhar

：131-170

］
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
の
衰
退

と
そ
の
要
因
を
論
じ
て
い
る
の
で
、
そ
の
論
点
を
参
照
し
、
逆
説
的
で
は

あ
る
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
の
特
徴
を
炙
り
出
し
て
み
た
い
。

　　

１
．
二
大
叙
事
詩
へ
の
依
存

　

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
と
り
わ
け
純
文
学
と
も
い
え
る
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ

作
品
で
は
、
物
語
展
開
の
新
規
性
よ
り
も
言
語
表
現
の
妙
が
重
ん
じ
ら
れ

た
か
ら
、
題
材
は
む
し
ろ
周
知
の
も
の
が
好
ま
れ
た
。
戯
曲
も
ま
た
、
モ

チ
ー
フ
を
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
や
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
等
か
ら
借
り
て

作
ら
れ
た
。
そ
れ
が
指
南
書
の
規
定
で
も
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
二
大
叙
事

詩
そ
の
も
の
の
伝
承
に
は
専
門
職
の
語
り
部
が
お
り
、
そ
れ
と
競
合
す
る

演
劇
は
上
演
機
会
も
稀
で
あ
っ
た
。［Shekhar

：131-136

］

　　

２
．
照
準
が
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
文
学
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と

　

風
流
を
解
す
る
文
化
人
（
サ
フ
リ
ダ
ヤ
、sahṛdaya

）
知
識
層
か
ら
な
る
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王
宮
サ
ロ
ン
が
、
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
文
学
の
場
で
あ
り
、
詩
人
は
耳
の
肥
え

た
聴
衆
の
ラ
サ
を
掻
き
立
て
て
、
ご
褒
美
を
た
ん
ま
り
も
ら
え
る
よ
う
腕

を
奮
っ
て
作
詩
し
朗
詠
し
た
。
理
論
書
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
戯
曲
を
「
見

る
た
め
の
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
」
と
規
定
す
る
よ
う
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
の

上
演
も
こ
の
限
ら
れ
た
サ
ロ
ン
内
と
い
う
空
間
に
留
ま
っ
て
い
た
。
ま
た

儀
礼
的
側
面
も
劇
作
家
詩
人
た
ち
を
保
守
的
に
し
た
。［Shekhar

：136-
138

］

　

３
．
音
楽
と
歌
謡
を
欠
い
て
い
た
こ
と

　

正
統
的
な
宗
教
儀
礼
に
お
け
る
歌
謡
は
司
祭
僧
た
ち
が
担
っ
て
い
た

が
、
巷
間
の
流
行
歌
な
ど
は
社
会
的
身
分
が
低
い
者
た
ち
の
生
業
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
、
演
劇
に
流
行
歌
を
導
入
す
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
と

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
ま
た
聴
衆
も
、
抒
情
詩
は
歌
謡
要
素
を

持
た
な
い
本
来
の
韻
律
の
ま
ま
鑑
賞
す
る
こ
と
の
方
を
好
ん
だ
。［Shek-

har

：138-139

］

　

４
．
過
度
な
韻
文
の
使
用

　

俳
優
た
ち
の
台
詞
の
な
か
の
み
な
ら
ず
、
進
行
役
の
座
頭
の
こ
と
ば
に

も
韻
文
が
使
わ
れ
る
の
は
、
既
述
の
と
お
り
劇
も
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
で
あ
る
と

い
う
枠
に
固
執
し
た
か
ら
で
あ
り
、
劇
作
家
詩
人
た
ち
は
散
文
を
二
次
的

な
も
の
と
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
。
技
巧
を
要
す
る
修
辞
法
の
妙
を
発
揮

で
き
る
の
も
韻
文
な
れ
ば
こ
そ
で
あ
っ
た
。［Shekhar

：140-142

］
劇
作

家
す
な
わ
ち
詩
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
根
本
問
題
と
し
て
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

５
．
超
自
然
的
な
要
素

　

神
と
人
間
、
天
と
地
、
な
ど
の
相
互
の
境
界
も
判
然
と
し
な
い
の
は
、

劇
作
家
詩
人
た
ち
が
バ
ラ
モ
ン
神
話
の
伝
統
に
浸
り
き
っ
て
い
る
か
ら

だ
と
い
う
。［Shekhar

：142-144

］
確
か
に
、
神
の
ご
加
護
さ
え
得
ら
れ

れ
ば
、
死
ん
だ
は
ず
の
主
人
公
が
あ
っ
と
い
う
間
に
生
き
返
っ
た
り
、
苦

行
で
獲
得
し
た
超
能
力
で
意
の
ま
ま
行
動
し
た
り
す
る
。
生
身
の
人
間
が

ひ
と
た
び
神
業
を
行
使
す
る
と
、
聴
衆
は
も
は
や
、
人
間
と
し
て
同
情
を

寄
せ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
逆
効
果
な
の
だ
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。［Shekhar

：142-144

］
現
実
問
題
と
し
て
、
舞
台
で
超
自

然
現
象
を
表
現
す
る
の
は
困
難
な
こ
と
が
多
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

６
．
一
般
人
の
た
め
の
舞
台
、
劇
場
の
欠
如

　
『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
』
に
は
九
種
の
形
式
の
舞
台
が
言

及
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
違
い
は
僅
か
で
あ
り
、
音
楽
ホ
ー
ル
や
舞
踊

ホ
ー
ル
、
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
存
在
は
文
献
上
に
も
明
確
で
あ
る

が
、
い
わ
ゆ
る
ギ
リ
シ
ア
劇
場
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
民
衆
の
た
め
の
劇
場

の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。
神
々
を
慰
め
る
歌
舞
の
た
め
の
舞
台
（nāṭya-

m
andira

）
が
寺
院
の
境
内
、
屋
外
に
建
て
ら
れ
て
は
い
た
が
、
演
目
は
、

後
代
の
ラ
ー
ム
リ
ー
ラ
ー
（
ラ
ー
マ
劇
）、
ラ
ー
ス
リ
ー
ラ
ー
（
ク
リ
シ
ュ

ナ
劇
）
に
連
な
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ラ
ー
ム
ガ
ル

丘
に
あ
る
最
古
の
洞
穴
劇
場
か
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
諸
学
者
に
よ
っ
て

様
々
に
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
て
大
勢
の
観

客
収
容
を
意
図
し
た
劇
場
で
な
い
こ
と
は
確
か
だ
と
言
う
。［Shekhar

：

144-148

］

　

７
．
王
族
が
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
こ
と

　

筆
者
は
か
つ
て
、
王
宮
内
で
催
さ
れ
る
歌
会
に
城
外
か
ら
も
様
々
な
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職
業
の
知
識
人
が
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
を
観
察
し
、
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
文
学

も
予
想
以
上
に
社
会
に
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
も
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
十
二
世
紀
頃
の
成
立
と
お
ぼ
し
き
王
統
紀
『
シ
ュ

リ
ー
カ
ー
ン
タ
チ
ャ
リ
タ
（Śrīkhāṇṭha-carita

）』
の
記
述
か
ら
だ
っ
た
。

［
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
C
）『
イ
ン
ド
文
学
史
を
形
成
す

る
社
会
的
位
置
の
異
な
る
様
々
な
種
類
の
詩
人
た
ち
』
成
果
報
告
書
、

二
〇
〇
〇
］
十
二
世
紀
と
い
え
ば
、
媒
介
言
語
が
近
代
諸
語
へ
と
移
行

し
始
め
た
こ
ろ
で
、
す
で
に
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

シ
ェ
ー
カ
ル
は
偏
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
の
偏
狭
さ
を
強
調
し
て
い
る
。

［Shekhar

：148-150

］

　

８
．
聴
衆

　

審
美
眼
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
聴
衆
と
し
て
の
資
格
と
さ
れ
た
が
、
そ

れ
は
、
芸
術
は
洗
練
さ
れ
た
環
境
で
こ
そ
開
花
す
る
と
い
う
思
想
に
も
と

づ
い
て
い
る
と
い
う
。［Shekhar

：150-152

］
演
劇
の
原
始
は
社
会
的
身

分
の
低
い
層
の
人
た
ち
が
楽
し
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、

こ
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
に
か
ん
し
て
い
え
ば
、
限
ら
れ
た
人
間
し
か
楽

し
め
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

さ
ら
に
シ
ェ
ー
カ
ル
は
続
け
て
外
的
な
要
因
と
し
て
、
十
一
世
紀
以
降

イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
流
入
を
契
機
と
す
る
文
化
環
境
の
変
容
に
つ
い
て

触
れ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
皇
帝
た
ち
の
な
か
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文

化
を
尊
重
、
愛
好
す
る
も
の
も
い
た
か
ら
、
演
劇
の
凋
落
に
は
さ
し
た
る

影
響
を
与
え
な
か
っ
た
と
見
て
い
る
。［Shekar

：153-154

］
む
し
ろ
内

的
要
因
と
し
て
、
指
南
書
が
演
劇
と
い
う
も
の
を
雁
字
搦
め
に
規
定
し
て

し
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
殻
を
破
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
致
命
的
だ
っ
た
と

い
う
。［Shekar

：154-159

］
結
果
と
し
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
欠
き
、
言
語

環
境
の
変
化
に
も
対
応
で
き
な
か
っ
た
。［Shekar

：159-164

］
こ
の
時

代
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が
リ
ン
グ
ア
フ
ラ
ン
カ
の
役
割
を
ペ
ル
シ
ア
語
に

譲
り
、
諸
々
の
地
方
語
が
諸
文
書
に
も
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

来
る
な
か
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
詩
の
朗
詠
は
生
業
と
し
て
続
け
ら
れ
た

が
、
演
劇
に
ス
ポ
ン
サ
ー
は
付
き
に
く
く
な
っ
た
よ
う
だ
。［Shekar

：

164-165

］
善
因
善
果
、
悪
因
悪
果
と
い
う
業
の
思
想
に
呼
応
す
る
よ
う
に

踏
襲
さ
れ
続
け
て
き
た
悲
喜
劇
（
悲
劇
で
始
ま
っ
て
も
必
ず
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

ド
）
の
耐
用
年
数
も
尽
き
た
と
見
て
い
る
。［Shekar

：166-170

］

　

地
方
語
の
擡
頭
と
い
う
大
き
な
文
化
環
境
の
変
化
は
、
叙
事
詩
、
抒
情

詩
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
詩
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
そ
の
ま
ま
に
言
語
だ
け
乗
り

換
え
て
巧
く
伝
統
を
保
持
し
た
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
の
場
合
、
劇

中
の
台
詞
に
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
て
い
た
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
が
む
し
ろ

災
い
し
た
よ
う
だ
。
日
常
語
に
近
い
そ
の
諸
言
語
の
ほ
う
が
時
へ
て
理
解

さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
代
替
策
も
編
み
出
せ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

［Shekar

：162-164

］

　
Ⅵ
．
お
わ
り
に

　

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
は
滅
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
見
解
に
も
と

づ
く
シ
ェ
ー
カ
ル
の
指
摘
は
、
多
々
首
肯
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
筆

者
に
は
更
な
る
疑
問
が
残
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
よ
る
文
芸
は
、
一
見

す
る
と
、
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
の
舞
台
、
王
宮
サ
ロ
ン
と
い
う
閉
じ
ら
れ
た
空
間

に
展
開
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
題
材
・
素
材
は
巷

間
に
発
し
て
お
り
、
そ
れ
を
カ
ヴ
ィ
（
詩
人
）
た
ち
が
言
語
的
・
芸
術
的
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に
昇
華
さ
せ
た
も
の
だ
と
、
筆
者
は
捉
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
が
宝
庫
と
さ

れ
、
イ
ン
ド
か
ら
世
界
中
に
伝
播
し
た
（
逆
に
イ
ン
ド
に
流
入
し
た
も
の
も

あ
る
が
）
説
話
に
し
て
も
、
誰
が
最
初
に
語
っ
た
か
分
か
ら
な
い
お
話
し

だ
け
れ
ど
、
面
白
く
て
為
に
な
る
か
ら
と
、
あ
る
時
誰
か
が
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
と
い
う
宝
箱
に
入
れ
て
、
後
世
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。
二
大
叙
事

詩
に
し
て
も
、
た
だ
巷
間
の
語
り
部
専
門
職
が
か
か
わ
っ
て
く
る
だ
け

で
、成
立
過
程
は
ほ
ぼ
同
様
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
文
芸
は
巷
間
か
ら
産
ま
れ
、

カ
ヴ
ィ
た
ち
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇

の
祖
形
も
巷
間
に
残
っ
て
い
て
不
思
議
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。

　

は
た
し
て
、
演
劇
と
い
う
表
現
型
式
そ
の
も
の
が
洗
練
・
昇
華
の
道
具

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

註
１
で
触
れ
た
、
演
劇
（nāṭya

）
の
語
源
、

動
詞
語
根√

naṭ

が
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
俗
語
の
影
響
を
受
け

た
形
だ
と
い
う
事
実
を
重
視
す
る
と
、
庶
民
の
た
め
に
創
始
さ
れ
た
と

い
う
演
劇
の
起
源
神
話
が
、
ま
っ
た
く
の
絵
空
事
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
て
く
る
。
証
拠
た
り
う
る
文
献
資
料
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
確
た
る
こ

と
は
言
え
な
い
が
、
註
3
で
触
れ
た
ジ
ャ
ヤ
デ
ー
ヴ
ァ
の
よ
う
な
試
み
も

な
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
寺
院
も
ふ
く
め
た
巷
間
に
今
も
伝
わ
る
諸
々
の
演

劇
、
舞
踊
芸
、
歌
謡
芸
を
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
諸
点
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
的
変
容
な
ど
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
と
の
関
連
性
か
ら
再
度
丹
念
に
検

討
し
直
せ
ば
、
も
う
少
し
鮮
明
に
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

当
初
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
劇
が
周
辺
の
ア
ジ
ア
諸
国
へ
与
え
た
影

響
に
つ
い
て
も
明
ら
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
は
至
れ
な
か
っ

た
。
も
し
か
し
た
ら
、
他
文
化
圏
の
演
劇
を
観
測
す
る
こ
と
で
、
古
代
イ

ン
ド
の
巷
間
に
お
け
る
演
劇
の
様
相
を
垣
間
見
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　

註

1　

 N
āṭya-śāstra

の‘nāṭya’

も
こ
の‘naṭa’

も
、
い
ず
れ
も
動
詞
語
根√

naṭ-

か
ら
の

派
生
語
で
、
語
源
と
し
て
は
「
踊
る
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
よ
り
古
い
ヴ
ェ
ー
ダ
期
か

ら
存
在
す
る
の
は
語
根√

nṛt-

の
ほ
う
で
、√

naṭ-

は√
nṛt-

の
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
化
し

た
形
だ
と
い
う
。［W

hitney: 12, 23

］
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
を
初
め
て
規
定
し
た
文

法
学
者
パ
ー
ニ
ニ
（Pāṇini

）
は
紀
元
前
四
─
三
世
紀
の
人
だ
が
、Naṭa-sūtra

な
る
「
ナ

タ
の
た
め
の
指
南
書
」
に
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
よ

う
な
身
体
動
作
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
だ
。
こ
の
時
代
に
は
ま
だ
「
演
劇
」
と
い
う
概
念

を
持
つ
確
た
る
単
語
が
存
在
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
。［K

eith:31

］
ま
た
、

ナ
タ
・
ラ
ー
ジ
ャ
（naṭa-rāja, 

ま
た
はnaṭeśvara, naṭeśa

と
も
。
い
ず
れ
も
「
舞
踊
の

王
」
の
意
）
と
い
え
ば
、
シ
ヴ
ァ
神
の
こ
と
を
指
す
が
、『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー
ス
ト

ラ
』
に
シ
ヴ
ァ
神
が
百
八
種
の
舞
踊
を
演
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
今
日

非
常
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
図
像
と
し
て
の
ナ
タ
ラ
ー
ジ
ャ
は
六
世
紀
頃
か
ら
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

寺
院
の
壁
面
な
ど
に
レ
リ
ー
フ
と
し
て
創
作
さ
れ
始
め
、
十
─
十
一
世
紀
頃
か
ら
は
南

イ
ン
ド
を
中
心
に
ブ
ロ
ン
ズ
製
の
ナ
タ
ラ
ー
ジ
ャ
彫
像
が
頻
繁
に
創
作
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
と
い
う
。
エ
リ
ア
ー
デ
が
原
初
的
な
形
態
以
前
の
カ
オ
ス
的
状
態
に
通
じ

る
も
の
と
し
て
歌
踊
狂
躁
の
観
念
を
分
析
し
た
と
い
う
が
、
こ
の
シ
ヴ
ァ
神
の
ナ
タ

ラ
ー
ジ
ャ
と
し
て
の
側
面
が
ま
さ
に
そ
の
観
念
の
表
出
だ
と
い
わ
れ
る
。［
立
川
ほ
か
：

104-107

］

2　
 

パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
の
記
述
に
は
、
ナ
タ
の
う
ち
男
で
女
に
扮
す
る
も
の
を
ブ
ル
ー
ク

ン
シ
ャ
（bhrūkuṃ

śa

）
と
呼
ぶ
と
あ
る
と
い
う
が
、
歌
唱
で
あ
っ
て
、
演
劇
に
お
い
て

か
否
か
の
確
証
は
な
い
と
い
う
。［
辻1977

：223

］

3　

 
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
と
ヤ
ー
ト
ラ
ー
と
の
関
係
は
、
十
二
世
紀
ベ
ン
ガ
ル
に
で

たJayadeva
に
よ
る
戯
曲
的
抒
情
詩
『
ギ
ー
タ
・
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ダ
（G

ītagovinda

）』
の
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刷
新
的
要
素
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
文
学
の
伝
統
を
踏

襲
し
つ
つ
も
、
当
時
の
民
謡
形
式
ヤ
ー
ト
ラ
ー
を
取
り
入
れ
た
の
は
、
文
化
環
境
、
つ

ま
り
享
受
者
側
の
文
化
受
容
上
の
何
か
し
ら
の
変
化
を
察
知
し
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

後
代
、
汎
イ
ン
ド
的
に
歌
舞
の
テ
ー
マ
と
し
て
愛
好
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
作
品

つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、［
原
］
を
み
れ
ば
、
そ
の
研
究
史
も
一
目

瞭
然
で
あ
る
。

4　

 

十
五
世
紀
お
よ
び
十
七
世
紀
以
降
の
南
イ
ン
ド
に
お
け
る
バ
ー
ナ
劇
形
式
に
則
っ

た
戯
曲
作
品
が
量
産
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
当
時
の
当
該
地
域
の
文
化
風
土
と
の
関

係
も
含
め
て
紹
介
し
て
い
る
も
の
に
［
横
地
］
が
あ
る
。

5　

 

重
要
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
登
場
人
物
、
す
な
わ
ち
主
人
公
、
女
主
人
公
に
つ
い
て
は
、

と
り
わ
け
後
者
に
つ
い
て
、
微
に
入
り
細
を
穿
っ
て
分
類
す
る
。［
松
山
：163 -202

］

を
参
照
の
こ
と
。
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